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第33回太平山写生会　太平山三吉神社賞　　　　（秋田東中学校2年　浅水　春香）
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昨
冬
、「
平
成
の
締
め
く
く
り
は
、
大
き
な
波
風

の
立
た
な
い
平
穏
な
日
々
を
・
・
」
と
い
っ
た
旨

を
小
欄
に
記
し
た
が
、
そ
の
願
い
も
空
し
く
、
豪

雨
・
台
風
・
地
震
等
の
天
災
が
相
次
ぎ
、
各
地
に

深
刻
な
爪
痕
を
残
し
た
。
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て

い
る
こ
と
に
心
が
痛
む
。
▽
そ
し
て
、
そ
れ
は
決

し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
い
つ
何
時
自
分
の
身
に
、

住
ん
で
い
る
地
域
に
降
り
か
か
る
か
分
か
ら
な
い
。

島
国
日
本
は
災
害
列
島
で
も
あ
る
。
▽
こ
の
夏
の

猛
暑
や
局
所
的
な
激
し
い
雨
・
・
。
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
異
常
な
気
象
も
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
大
き
な
天
変
地
異
の
前
触
れ
で
は
な
い

こ
と
を
、天
地
（
あ
め
つ
ち
）
の
神
に
祈
る
ば
か
り
だ
。

▽
自
然
の
大
き
な
力
の
前
で
、
我
々
人
間
の
出
来

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
奥
宮
の
あ
る
太
平
山

の
各
登
山
道
も
、
橋
が
流
さ
れ
、
木
が
倒
れ
、
斜

面
が
崩
れ
・
・
整
備
が
追
い
付
か
な
い
状
況
だ
。

▽
し
か
し
ま
た
、
そ
の
豊
か
な
恵
み
や
様
々
な
恩

恵
に
よ
り
、
私
た
ち
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

確
か
な
事
実
。
自
然
に
対
す
る
畏
敬
と
感
謝
の
念

を
常
に
持
ち
な
が
ら
、万
一
の
場
合
の
備
え
も
し
っ

か
り
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

秋
祭
ご
案
内
号
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今
年
の
太

平
山
へ
の
登

拝
の
期
間
が

早
く
も
終
盤

に
差
し
掛

か
っ
て
い
る
。

　

春
に
山
開
き
を
し
て
か
ら
と
い
う
も

の
、
あ
っ
と
い
う
間
に
月
日
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
。
つ
い
こ
の
間
ま
で
は
、
長

か
っ
た
日
も
今
は
短
い
。
私
達
の
周
り

は
常
に
変
化
し
て
い
る
が
、
日
頃
か
ら

あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
な
く
日
々
を
過

ご
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
鈍
感

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し

そ
れ
で
も
思
い
も
よ
ら
な
い
も
の
を
見

た
と
き
は
感
じ
た
と
き
は
心
動
か
さ
れ

る
。
太
平
山
の
山
頂
に
い
る
と
、
街
に

暮
ら
し
て
い
て
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き

な
い
幼
少
期
の
懐
か
し
い
感
じ
が
戻
っ

て
く
る
気
が
す
る
。
出
身
は
秋
田
市
で

は
な
い
が
、
ど
こ
か
似
通
う
故
郷
の
面

影
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
日
一
日
と

変
わ
っ
て
い
く
社
会
と
自
然
の
中
で
も
、

き
っ
と
変
わ
る
こ
と
の
な
い
何
か
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。
山
頂
で
登
拝
者
を
迎
え

る
我
々
の
姿
も
そ
う
で
あ
り
た
い
。

　

山
頂
で
の
日
々
は
、
合
わ
せ
る
と

一
ヶ
月
く
ら
い
の
期
間
に
な
る
。
天

気
一
つ
と
っ
て
も
、
晴
れ
の
日
や
雨
の

日
様
々
な
日
が
あ
る
が
、
同
じ
日
は
決

し
て
一
度
も
な
い
。
そ
れ
は
街
に
暮
ら

し
て
い
て
も
同
じ
は
ず
で
あ
る
。
毎
日

は
毎
日
異
な
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
こ

ん
な
に
も
同
じ
な
の
だ
ろ
う
。
新
鮮
な

気
持
ち
で
始
め
た
新
し
い
こ
と
も
慣
れ

て
し
ま
え
ば
日
常
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。

日
常
を
抜
け
出
し
た
く
て
非
日
常
を
求

め
る
が
、
そ
れ
は
誰
か
の
日
常
で
あ
り

異
日
常
で
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

蛇
口
を
捻
れ
ば
水
が
出
て
く
る
こ
と
。

電
気
の
お
か
げ
で
明
か
り
が
つ
く
こ
と
。

何
気
な
く
享
受
し
て
い
る
も
の
の
素
晴

ら
し
さ
を
理
解
す
れ
ば
、
日
々
は
あ
り

が
た
い
も
の
だ
と
気
づ
く
。
山
頂
で
一

人
で
過
ご
す
間
、
周
り
に
も
の
が
あ
る

と
い
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
人
が
近

く
に
い
る
と
い
う
こ
と
の
安
心
感
、
電

話
が
つ
な
が
る
こ
と
の
便
利
さ
な
ど
多

く
の
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
見
方

一
つ
、
考
え
方
一
つ
で
毎
日
を
素
敵
な

も
の
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
き
っ
か
け
は
身
の
回
り
に

た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と
思
う
。
慣
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
角
度
を
少
し
変
え
れ

ば
新
鮮
な
も
の
に
変
わ
る
か
も
し
れ
な

い
。
今
日
は
い
い
日
だ
っ
た
と
思
え
る

日
が
多
く
な
れ
ば
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
。

そ
う
し
て
少
し
ず
つ
前
に
進
ん
で
行
け

れ
ば
い
い
と
思
う
。

　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
気
づ
か
せ
与
え

て
く
れ
る
太
平
山
は
、
言
葉
で
は
尽
く

し
が
た
い
。
自
然
の
厳
し
さ
を
教
え
ら

れ
つ
つ
も
、
不
意
に
見
せ
て
く
れ
る
、

東
か
ら
昇
る
ご
来
光
や
西
に
輝
く
秋
田

市
の
夜
景
、
天
頂
の
星
空
な
ど
風
景
だ

け
で
も
飽
き
る
こ
と
は
な
い
。
ぜ
ひ
多

く
の
皆
様
に
登
拝
い
た
だ
き
太
平
山
を

ご
堪
能
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
そ
こ

に
は
日
頃
忘
れ
て
い
る
こ
と
や
、
変
わ

る
こ
と
の
な
い
何
か
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
き
っ
と
登
っ
て
よ
か
っ
た
、
い
い

日
だ
っ
た
と
思
え
る
は
ず
で
あ
る
。

言
挙
げ
�

太
平
山
と
私
と
日
常権

禰
宜
　
小
　
池
　
主
　
眞

星空

御来光
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マルシン賞
進藤ここな 広面小学校３年
菊地　絢音 広面小学校４年
大谷　柚葉 東小学校４年
加賀谷　宙 戸島小学校 6 年

イチノセキ賞
鈴木　朝陽 桜小学校２年
加藤　　結 広面小学校６年
加藤　侑莉 秋田東中学校２年
利部ひなた 太平中学校２年

花のヤマト賞
松本　理歩 桜幼稚園
加藤　若菜 広面小学校６年
杉野　星空 秋田東中学校２年
中澤　理恵 大人

太平山三吉神社賞
石川　朋樹 カナリヤ保育園年長
齊藤　獅生 外旭川小学校４年
浅水　春香 秋田東中学校２年

東日本電信電話㈱秋田支店賞
木元梨衣子 広面小学校２年
松本　友里 桜小学校２年
鎌田　莉帆 秋田東中学校２年
鈴木　春菜 太平中学校２年

秋田魁新報社賞
金谷友里香 広面小学校２年
大山　瑛愛 桜小学校 2 年
岩佐　瑠菜 東小学校４年
阿部　遙花 秋田東中学校２年

秋田中央郵便局賞
奈良　昊佳 あさひかわ幼稚園年長
高橋　歩愛 港北小学校３年
近藤　百華 秋田東中学校１年
大朏あき子 大人

秋田銀行広面支店賞
八巻　結子 広面小学校４年
川野　陽莉 広面小学校４年
天野　智咲 広面小学校５年
熊谷　浩一 大人

北都銀行広面支店賞
須田　華子 桜小学校５年
美作　匠人 付属中学校１年
荒井　優菜 秋田東中学校２年
山木　朝霞 秋田東中学校２年

秋田信用金庫広面支店賞
中澤　久能 広面小学校１年
小野　里咲 広面小学校２年
大朏　夏帆 広面小学校３年
田澤　香乃 秋田東中学校 1 年

秋田県信用組合東支店賞
石川　晴基 広面小学校２年
堀井こころ 広面小学校２年
草薙　日和 秋田東中学校２年
村井　心咲 秋田東中学校２年

ぺんてる賞
鈴木　龍琉 みその幼稚園年長
飯野　理玖 広面小学校１年
中澤　茅乃 広面小学校 3 年
柿崎　美羽 秋田東中学校１年

㈲木曽塗装賞
石川　愛恵 中通小学校５年
大山　瑠菜 桜中学校 2 年
嵯峨　誠善 太平中学校３年
加賀谷淑恵 大人

汎山書道教室賞
堀井くるみ 手形山幼稚園年長
佐藤　久実 広面小学校２年
澤木　明璃 広面小学校３年
熊谷　栄人 広面小学校５年

写生会　７月７日

　７月７日第33回目となる恒例の太平山写生会（主
催：太平山写生会実行委員会）が行われ、雨天の中
多くの幼児・児童・生徒の皆様にご参加を頂き、105
作品ほどの出品を頂きました。
　その中から以下の方々がめでたく入賞され、８月
18日に表彰式を開催しました。

入賞者一覧（順不同）

第33回太平山写生会

カナリヤ保育園年長　石川朋樹外旭川小学校4年　齊藤獅生

〔太平山三吉神社賞〕
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平
成
三
十
年
の
太
平
山
頂
上
奥
宮
は
、

六
月
二
日
に
荷
物
の
空
輸
を
行
い
、
来
る

九
月
末
日
の
奥
宮
・
山
小
屋
閉
鎖
作
業
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。　

　

崇
敬
者
や
登
山
愛
好
家
の
方
々
が
、
全

国
各
地
よ
り
ご
登
拝
頂
き
ま
し
た
が
、
全

般
的
に
豪
雨
や
暴
風
と
い
っ
た
天
候
不
順

に
悩
ま
さ
れ
、
団
体
様
の
登
拝
キ
ャ
ン
セ

ル
も
相
次
ぐ
残
念
な
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

し
た
。

　

特
に
集
中
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
野
田
口

お
よ
び
丸
舞
登
山
道
が
大
き
な
被
害
を
受

け
、
旭
又
登
山
道
も
倒
木
や
斜
面
の
崩
壊
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
野
田
登
山
道

は
開
山
祭
で
も
使
用
す
る
最
も
古
い
登
山
口
と
な
り
ま
す
の
で
、
協
力
会
等
の
皆

様
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
来
年
整
備
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の

お
力
添
え
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

幸
い
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
登
山
中
の
大
き
な
事
故
や
ケ
ガ
な
ど
も
報
告
さ
れ
て

お
ら
ず
、
職
員
一
同
気
を
引
き
締
め
て
、
最
後
ま
で
奥
宮
奉
仕
を
務
め
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
登
山
に
最
適
な
気
候
と
な
り
、
秋
晴
れ
の
も
と
眺
望
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
安
全
に
留
意
の
上
、
太
平
山
頂
上
に
ご
登
拝
頂
き

た
く
存
じ
ま
す
。

※ 

今
年
の
山
頂
は
九
月
三
十
日（
日
）を
も
っ
て
無
人（
一
部
開
放
）と
な
り
、

十
一
月
初
旬
か
ら
明
年
五
月
ま
で
は
完
全
に
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。

登山道整備作業（６月23・24日）

■ 

太
平
山
報
告 

■

今
年
も
天
候
不
順
～
登
山
道
の
整
備
が
必
要

正應寺

（総計約8.2ｋm）

火結神社

白山神社・神明社 太平山三吉神社

石動神社

太平山三吉神社 三光坊稲荷神社

　市内を廻り、地域と歴史に触れながら健康増進を図る為、歩こう会を開催いたします。
是非、ご友人お誘い合わせの上ご参加下さい。
　日　　時　平成30年10月13日（土）　午前７時30分	 集合
	 正午頃	 到着予定
　申込締切　10月６日
　参　加　費　1,000円（保険、記念写真代を含む）
　※詳細は係：原田・小池までお問合せ下さい。

歩こう会のご案内第27回
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みよしスケッチ

登
ろ
う
会
（
九
月
八・九
日
）

山
ガ
ー
ル
（
七
月
二
十
一・二
十
二
日
）

秋
田
Ｒ
Ｃ
一
行
（
七
月
十
四
・
十
五
日
）

奥
羽
住
宅
一
行
（
六
月
十
六
日
）

若
竹
講
社
一
行
（
七
月
二
十
八・二
十
九
日
）

髙
穂
神
社
一
行
（
六
月
十
六・十
七
日
）
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竿
灯
祭
期
間
中
に
、
妙
技
を
ご

披
露
頂
き
ま
し
た
。

　

十
七
名
の
神
人
・
助
勢
者
に
て

御
神
体
を
お
遷
し
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
の
参
列
の
も
と
、半
年

間
の
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
ま
し
た
。
　

太
平
山
講
中
・
三
吉
講
中
の
皆

様
に
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
。

みよしスケッチ

開
山
祭
（
七
月
十
七
日
）

夏
越
の
大
祓
（
六
月
三
十
日
）

出
羽
三
山
神
社
崇
敬
会（
五
月
二
十
九
日
）

講
社
祭
（
八
月
八
日
）

福
岡
県
神
社
庁
小
倉
支
部
正
式
参
拝
（
七
月
三
日
）

八
日
町
竿
灯
会
（
八
月
五
日
）
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熊野三山と高野山をめぐる
� 参拝旅行のご案内
　恒例となりました当社参拝旅行を、明年は熊野三山・高野山参拝を目玉に、南紀白浜方面
にて実施することになりました。
　定員になり次第締め切りとさせて頂きますので、ご予定がつく方は是非早めにお申し込み
下さいませ。
○旅行期間：平成31年３月12日（火）～３月15日（金）３泊４日
○旅行代金：153,500円（秋田空港起点）
○団参人数：�30名（お申込金を頂いた先着順で締切りとなります）
○申込方法：�現金を神社迄持参もしくは郵送願います（申込金10,000円）
○締 切 日：平成30年12月20日（木）

紀伊山地の霊場と参詣道

 ※正式参拝は男性背広ネクタイ着用です。女性はそれに準じる服装が必要です。
日次 月日曜 行　　　　程 食事

１ 3月12日
（火）

集合　秋田空港全日空カウンター前　7：15

 ANA
8:15秋田空港――――――伊丹空港＝＝＝高野山（昼食）＝＝＝奥の院
＝＝＝金剛峰寺　檀上伽藍見学………高野山（宿坊）

≪高野山宿坊≫
遍照尊院

　

昼

夕

２ 3月13日
（水）

 【正式参拝】
高野山＝＝＝高野山竜神スカイライン＝＝＝熊野本宮大社＝＝＝
 【正式参拝】
� ＝＝＝昼食　那智大社・青岸渡寺・那智の滝＝＝＝勝浦温泉

≪勝浦温泉≫
ホテル浦島山上館

朝

昼

夕

３ 3月14日
（木）

 自由参拝
勝浦温泉＝＝＝熊野速玉大社====橋杭岩＝＝＝串本：潮岬（昼食）
7：00～漁協にてまぐろのせり見学（別途500円）

＝＝＝三段壁＝＝＝円月島（車窓）＝＝＝とれとれ市場＝＝＝白浜温泉

≪白浜温泉≫
白良荘

グランドホテル

朝

昼

夕

４ 3月15日
（金）

白浜温泉＝＝＝＝梅干し工場＝＝＝道成寺＝＝＝（昼食）＝＝＝
 JAL
� ＝＝＝＝伊丹空港――――――秋田空港17:55

朝

昼

◆記入例　JR�―――　　私鉄�++++++　　飛行機�→→→　　船（フェリ－）～～～　　バス（タクシ－）＝＝＝
　　　　　モノレ－ル（ロ－プウェイ）⇒⇒⇒　　徒歩………
　発着日時及び交通機関は変更になることがあります。

熊野那智大社

釧
路
町山

口
　
和
美
　

様

○
大
祭
用
三
方
十
台

奉
納
者
ご
芳
名

○
拝
殿
梵
天
飾
り
台
二
台
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平
成
三
十
年
秋
季
例
大
祭
を
左
記
の
通
り
に
斎
行
い
た

し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
友
人
同
士
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
く
の

方
々
に
ご
参
列
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
十
月
十
六
日
（
火
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
十
月
十
七
日
（
水
）
午
前
十
一
時

（
各
日
と
も
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。）

◎
ご
参
列
の
方
は
、
十

月
七
日
ま
で
に
係 

（
和
田
）
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

《
巫
女
舞
》

（
十
六
日
）　

秋
田
舞

（
十
七
日
）　

浦
安
の
舞

秋
季

の
ご
案
内

例
大
祭

　年末年始に巫女の奉仕頂ける方を募集いたします。
　（10月10日受付開始）
　当社の顔として参拝者と接する巫女奉仕はとても重要なお
務めであり、貴重な体験になるものと思います。
　ご希望の方は、気軽にお問合せ下さい。（係　和田・今野）
　○奉　仕　対　象：高校生・大学生（女性）
　○奉　仕　日：年末年始ご都合の良い日
※事前に提出頂く書類及び面接（11月中旬）がございます
※希望者多数の場合は、御奉仕頂けない場合がございます

巫女奉仕者募集年末年始

祝七 五三
男児（３才・５才）及び女児（３才・７才）の七五三参りを
下記の期間とり行います。ご家族皆様でお子様の無事なご成
長をお祝い下さい。
　○期　日　９月～ 12月中
　○時　間　朝８時半～夕方５時（随時ご奉仕、予約は不要です）
（期間・時間外にご希望の方は予めご連絡下さい）


